
区民が参加し、地域のことを話し合い、課題の解決につなげていくことを目
的に、これまでの区民会議に替わる新しい参加の場として各区において様々な
形式で実施しています。

2022年から2024年の３年間は試行として#01「若者目線の脱炭素アク
ションを考えよう」、#02「若者目線で脱炭素イベントブースを作ろう」、
#03「10年後・20年後も自分らしく暮らすためには？ 今から始めるセルフ
ケア・健康づくり」を実施しており、今回の「#04」から本格実施となりまし
た。過去の詳細は区HPからレポートをご覧ください。

橘出張所では、給水スポットや本の貸し出しの他、小さな子ども達
が遊べるようにクッションマットや塗り絵を用意しています。また、
｢シェアシード｣といって、自分で育てた花や野菜の種を地域のみなさ
んでシェアできるコーナーも設けています。

現在のコミュニティスペースも地域のみなさんに使っていただきた
いので、イベント利用などを考えている方がいらっしゃいましたら、
お気軽に橘出張所へ御相談ください。

出張所の活用で、幼稚園や保育

園の発表会に使うなど、今までに

考えたことのなかったアイデア
に感銘を受けました。

世代を
越えて活動

できると
良いね。

築48年の橘出張所ですが、地域のコミュニティ拠点としてもっと利用してもらえる
よう、皆さんの御意見と御協力をいただきながら進めて行きたいと考えています。さら
に愛着を持ってもらい、誰もが笑顔で過ごせる場所となるように職員一同取り組んでま
いりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

地域のことをあまり知らず、他世代・

団体の課題など、知ることができて
よかったです。

屋上も含めて

出張所の
見学の機会も

あってよかった
です。

若者の居場所、その親たちや

困っている人たちの居場所
もほしい。



「自分たちが住む地域のこれからを一
緒に考えよう！」という地域デザイン会
議の主旨を企画課長から、「出張所リ
ニューアルに向けたこれまで」を出張所
長から聞きました。

お話の後は所長の案内で館内見学に出発！
普段は入れない屋上からの景色に驚いたり、生

まれ変わりつつあるコミュニティスペースで楽し
んだり、おもしろいものがいっぱい！

橘出張所 髙木所長

企画課 星課長

屋上から見える
武蔵小杉の高層ビル群

新しいコミュニティ
スペースに興味津々

植物の種をシェアする
ユニークな取組も

見て・聞いて・感じて、実際に自分たちならどのよう
に出張所を使うかをテーマにグループワークを行いまし
た。

「最近できた橘公園の“TACHIBANA HUT” みた
いに、おしゃれな愛称をつけたい」や、「屋上を開放し
て、星空観察をしてみたい」、「広いコミュニティス
ペースで、カフェやワークショップ・フリーマーケット
も楽しそう！」など、時間ぎりぎりまでたくさんの意見
が飛び交いました。


